
ＴＴＣ　ＤＳＬ専門委員会　スペクトラム管理ＳＷＧ　（第１０回）

平成１６年４月１５日

長野県協同電算

「ＮＴＴ東西殿等の事業者に、マルチゲージに対する弊社の認識と憂慮を述べる」

　上り伝送で使用する周波数帯域を２８０ｋＨｚ～３００ｋＨｚ付近にまで拡大したＡＤＳＬ回線（「ＥＵ」と呼

ぶ）からの干渉により、既存のＡＤＳＬ回線（Ｇ．９９２．１に準拠するＦＤＤ方式のＡＤＳＬを実装した回

線。「ＦＤ」と呼ぶ）の下り伝送速度が低下する度合いは、下り伝送で使用する周波数帯域を２５ｋＨｚ付

近にまで拡大したＡＤＳＬ回線（Ｇ．９９２．１に準拠するフルオーバーラップ方式のＡＤＳＬを実装した回

線。「ＯＬ」と呼ぶ）からの干渉により上り伝送速度が低下する度合いよりもかなり大きい。しかし、もしも

ＥＵからの干渉によるＦＤの下り伝送速度低下の度合いが、ＯＬからの干渉による上り伝送速度低下の

度合いと同程度になるのであれば、過去の経緯から、弊社はＪＪ１００．０１第二版の下でのＥＵの収容

に反対しない。

　弊社は、ＮＴＴ東西殿等の事業者からも、この弊社の考えについての同意を得ることができたと認識

する。したがって、本日の会合でＥＵの収容に関する何らかの合意を成立させるために、どのようにし

てＥＵの仕様をこの弊社の考えに合致させるかに（たとえば上り伝送で使用する周波数帯域の拡大を

どこまで認めるのかといったことに）、議論を集中させたほうがよいと提案する。

　とはいえ、前回提出した寄書にもあるように、ＥＵによる干渉とＯＬによる干渉の同等性は、ユニゲー

ジ環境下だけでなく、マルチゲージ環境下でも保障されなければならないと考える。なぜなら、開示情

報によれば、ＮＴＴ加入者線網には多数のマルチゲージが存在するからである。

　マルチゲージの数は、おそらくＩＳＤＮ回線数より多いと考えられ、しかもＩＳＤＮとちがい、なくなること

がない。したがって弊社は、マルチゲージ問題は、ＩＳＤＮ回線による干渉問題以上に深刻な問題であ

ると認識する。そこで本寄書でマルチゲージに対する弊社の認識と憂慮を述べ、議論のための問題を

提起する。

　本寄書で、前回の実験結果の一部を再度記載し、さらに新たに行った実験結果を記載する。使用し

たメタル線は、前回同様、以下の三種類である。

２．５ｋｍ＠０．４ｍｍ　（線路長２．５ｋｍ。「短ユニゲージ」と呼ぶ）

３．５ｋｍ＠０．４ｍｍ　（線路長３．５ｋｍ。「長ユニゲージ」と呼ぶ）

１．５ｋｍ＠０．４ｍｍ＋３．０ｋｍ＠０．６５ｍｍ　（線路長４．５ｋｍ。「マルチゲージ」と呼ぶ）
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　各ペア線のループ抵抗値を再度記載する。どのペア線も、マルチゲージのループ抵抗値が長ユニゲ

ージのループ抵抗値よりも２２０Ω以上小さいという点が重要である。

７２１Ω７２０Ω７１８Ω７１８Ω７１８Ω７２０Ωマルチゲージ

９５０Ω９５０Ω９４６Ω９４８Ω９４８Ω９４８Ω長ユニゲージ

６７９Ω６７９Ω６７６Ω６７８Ω６７８Ω６７８Ω短ユニゲージ

茶／黒紫／白茶／黒黄／白茶／黒青／白

５Ｑ２Ｑ１Ｑ

　前回同様、被干渉源を「青／白」ペア線に実装する。以下は干渉源が存在しない場面でのＦＤの伝送

速度であった。

８３２ｋｂｐｓ４０９６ｋｂｐｓマルチゲージ

７６８ｋｂｐｓ４５１２ｋｂｐｓ長ユニゲージ

９２８ｋｂｐｓ７６８０ｋｂｐｓ短ユニゲージ

上り伝送速度下り伝送速度

　マルチゲージ環境下では、ループ抵抗値が２２０Ω以上小さいにもかかわらず、下り伝送速度が長ユ

ニゲージ環境下よりも４１６ｋｂｐｓ低下した。一方、上り伝送速度が６４ｋｂｐｓ増大した。 したがってマル

チゲージにより生ずる不利益は、ＯＬへの変装により緩和もしくは解消することができると期待すること

ができる。

　以下は干渉源が存在しない場面でのＯＬの伝送速度である。

７６８ｋｂｐｓ６３３６ｋｂｐｓマルチゲージ

５７６ｋｂｐｓ５６００ｋｂｐｓ長ユニゲージ

９６０ｋｂｐｓ１０５９２ｋｂｐｓ短ユニゲージ

上り伝送速度下り伝送速度

　ＦＤとは逆に、マルチゲージ環境下での下り伝送速度が長ユニゲージ環境下よりも７３６ｋｂｐｓ増大し

た。あきらかに、ＯＬはマルチゲージによる不利益を緩和もしくは解消する手段として有用である。
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　ＯＬは、これまで遠方の加入者にＤＳＬ回線を提供する手段として有用であるとされていた。しかし弊

社の場合、遠方の加入者にＤＳＬ回線を提供する場面では、ＲｅａｃｈＤＳＬに依存してしまうことが多い。

弊社の経験によれば、ＯＬは遠方の加入者にＤＳＬ回線を提供する場面では、さほど有用な手段では

ない（少なくとも、過去にコネクサント殿やソフトバンクＢＢ殿、アッカ殿等が述べたほどの有用性はな

い）。

　しかしＯＬは、マルチゲージによる不利益を緩和もしくは解消する手段として有用であると認識する。

弊社は、ＯＬをすべてｓＯＬ（シェイプドオーバッラップ方式のＡＤＳＬ回線）に変装したが、もしも早い時期

にマルチゲージ問題を発見していれば、状況が異なるものになっていたかもしれないと悔やんでいる。

そこで弊社は、少なくともマルチゲージ環境下へのＯＬの実装を無条件で認めるべきであるとの提案

を、別途提出することを考えている。

　しかし弊社は、仮にマルチゲージ環境下へのＯＬの実装が無条件で認められたとしても、ＥＵの干渉

によりその効用が著しく低下することを憂慮する。以下は自己干渉によるマルチゲージ環境下でのＯＬ

の伝送速度である。

７０４ｋｂｐｓ５５３６ｋｂｐｓモデルｘ５ＯＬＯＬ

７０４ｋｂｐｓ５５６８ｋｂｐｓモデルｘ４ＯＬＯＬ

６７２ｋｂｐｓ６０８０ｋｂｐｓモデルｘ１ＯＬＯＬ

７３６ｋｂｐｓ６３３６ｋｂｐｓ－－ＯＬ

上り伝送速度下り伝送速度干渉モデル干渉源被干渉源

　ＯＬは、いかなる場合でも、マルチゲージ環境下でＦＤよりも１．５Ｍｂｐｓ以上速い下り伝送速度を提

供する。しかし干渉源がＥＵの場合、ＯＬはその有用性を失う。以下は干渉源を１．０ＭｂｐｓのＳＤＳＬ回

線に変更して測定したマルチゲージ環境下でのＯＬの伝送速度である。

７０４ｋｂｐｓ３９０４ｋｂｐｓモデルｘ５ＳＤＳＬ１．０ＯＬ

７０４ｋｂｐｓ３９６８ｋｂｐｓモデルｘ４ＳＤＳＬ１．０ＯＬ

７３６ｋｂｐｓ４７６８ｋｂｐｓモデルｘ１ＳＤＳＬ１．０ＯＬ

７３６ｋｂｐｓ６３３６ｋｂｐｓ－－ＯＬ

上り伝送速度下り伝送速度干渉モデル干渉源被干渉源

　ＯＬの下り伝送速度は、モデルｘ４で１６００ｋｂｐｓ、モデルｘ５で１６３２ｋｂｐｓ低下する。速度低下率

は、それぞれ約２９パーセントである。
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　以下は干渉源を１．５ＭｂｐｓのＳＤＳＬ回線に変更して測定したマルチゲージ環境下でのＯＬの伝送速

度である。

不可モデルｘ５ＳＤＳＬ１．５ＯＬ

７０４ｋｂｐｓ３７７６ｋｂｐｓモデルｘ４ＳＤＳＬ１．５ＯＬ

７０４ｋｂｐｓ４３２０ｋｂｐｓモデルｘ１ＳＤＳＬ１．５ＯＬ

７３６ｋｂｐｓ６３３６ｋｂｐｓ－－ＯＬ

上り伝送速度下り伝送速度干渉モデル干渉源被干渉源

　おそらく自己干渉が強すぎるため、モデルｘ５を実現することができなかった。しかしモデルｘ４でさえ、

ＯＬの下り伝送速度は１７９２ｋｂｐｓ低下した。速度低下率は約３２パーセントである。 

　弊社は、ＴＴＣの場で、これまでマルチゲージに対する真剣な考察や議論がなされたことは、一度もな

かったと認識している。しかし実験から、マルチゲージ環境下では、周波数のちがいによる伝送損失の

差や漏話減衰量の差は、ユニゲージの場合よりもかなり大きいと考える。

　ユニゲージ環境下でのみＥＵによる干渉とＯＬによる干渉の同等性を考察し議論することは、非現実

的である。マルチゲージ環境下でのＯＬの有用性は高い。マルチゲージ環境下でのＯＬの有用性を損

なうことなく、ＥＵによる干渉とＯＬによる干渉の同等性を考察し議論すべきであると考える。

以上
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